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男子団体優勝・修徳（東京）に内閣総理大臣杯が手渡される

第 36回全国高等学校柔道選手権大会
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第
36
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大

会
は
３
月
20
日
、
21
日
に
日
本
武
道
館
で

開
催
さ
れ
、
団
体
戦
と
個
人
戦
で
高
校
柔

道
日
本
一
を
争
っ
て
白
熱
し
た
試
合
が
展

開
さ
れ
た
。

　

男
子
団
体
戦
で
は
、
修
徳
（
東
京
）
が

白
鷗
大
足
利
（
栃
木
）
に
勝
っ
て
悲
願
の

初
優
勝
を
手
に
し
た
。
女
子
団
体
戦
は
埼

玉
栄
（
埼
玉
）
が
桐
蔭
学
園
（
神
奈
川
）

を
降
し
て
２
年
ぶ
り
４
回
目
の
優
勝
を
遂

げ
た
。
ま
た
、
男
子
個
人
戦
無
差
別
は
修

徳
の
小
川
雄
勢
が
優
勝
し
、
小
川
は
団

体
・
個
人
の
二
冠
に
輝
い
た
。

■
男
子

　

52
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
、
１
チ
ー
ム
５
名
の
勝
ち
抜
き
試
合
で

行
わ
れ
た
。
試
合
時
間
は
３
分
（
決
勝
４

分
）。

　

準
決
勝
に
は
、
国
士
舘
（
東
京
）、
白

鷗
大
足
利
（
栃
木
）、
崇
徳
（
広
島
）、
修

徳
（
東
京
）
が
勝
ち
進
ん
だ
。
前
回
優
勝

の
東
海
大
浦
安
（
千
葉
）
は
２
回
戦
で
敗

退
し
た
。
白
鷗
大
足
利
と
国
士
舘
の
対
戦

は
全
員
が
引
き
分
け
、
代
表
戦
で
白
鷗
大

足
利
・
太
田
彪
雅
が
国
士
舘
・
吉
良
儀
城

修
徳
が
悲
願
の
初
優
勝

修
徳
・
小
川
雄
勢
は
男
子
個
人
無
差
別
も
制
し
て
団
体
・
個
人
の
二
冠

　

団
体
戦
（
21
日
）

男子団体決勝＝修徳・原澤が内股で有効

男子団体決勝＝修徳・佐藤が有効を奪う
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に
払
腰
で
一
本
勝
し
て
、
白
鷗
大
足
利
が

決
勝
に
駒
を
進
め
た
。
修
徳
対
崇
徳
は
、

修
徳
・
小
川
雄
勢
と
崇
徳
・
香
川
大
吾
の

大
将
対
決
に
も
つ
れ
込
み
、
小
川
が
小
外

掛
で
技
有
を
奪
っ
て
優
勢
勝
。
決
勝
進
出

を
決
め
た
。

決
勝

修
徳　

一
人
残
し　

白
鷗
大
足
利

佐
藤　

竜

優
勢
勝　

浅
野
大
輔

佐
藤　

竜　

引　

分　

柳
原
尚
弥

坂
口
真
人　

払
巻
込
○
山
中
勇
希

伊
藤
祐
介　

引　

分　

山
中
勇
希

原
澤
脩
司

優
勢
勝　

太
田
竜
聖

原
澤
脩
司　

内　

股
○
太
田
彪
雅

小
川
雄
勢

優
勢
勝　

太
田
彪
雅

　

ま
ず
は
修
徳
・
佐
藤
が
白
鷗
大
足
利
・

浅
野
か
ら
有
効
を
奪
っ
て
優
勢
勝
し
て
一

人
抜
き
。
佐
藤
と
白
鷗
大
足
利
次
鋒
・
柳

原
の
対
戦
は
、
佐
藤
が
有
効
を
先
取
す
る

も
指
導
を
重
ね
て
柳
原
に
ポ
イ
ン
ト
を
与

え
、
引
き
分
け
る
。

　

白
鷗
大
足
利
は
中
堅
・
山
中
が
修
徳
次

鋒
・
坂
口
に
払
巻
込
で
一
本
勝
し
て
一
人

抜
き
。
山
中
対
修
徳
・
伊
藤
の
中
堅
対
決

は
ど
ち
ら
も
ポ
イ
ン
ト
を
取
れ
ず
引
分
け

る
。

　

続
く
試
合
は
修
徳
の
副
将
・
原
澤
対
白

第
36
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会 男子団体優勝＝修徳（東京）

男子団体決勝＝攻める修徳・小川
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鷗
大
足
利
の
副
将
・
太
田
（
竜
）。
原
澤

が
終
盤
に
内
股
で
有
効
を
奪
っ
て
、
白
鷗

大
足
利
の
大
将
を
引
き
出
す
。
す
る
と
白

鷗
大
足
利
大
将
・
太
田
（
彪
）
は
開
始
20

秒
、
原
澤
に
内
股
を
決
め
て
一
本
勝
。
大

将
対
決
に
持
ち
込
ん
だ
。

　

修
徳
の
大
将
は
小
川
。
長
身
の
小
川
に

揺
さ
ぶ
ら
れ
、
組
も
う
と
し
な
い
太
田
に

指
導
が
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
技
の
出

な
い
太
田
に
指
導
が
重
な
る
。
小
川
は
最

後
ま
で
太
田
を
攻
め
立
て
る
も
、
決
め
手

の
な
い
ま
ま
終
了
。
指
導
２
に
よ
る
優
勢

勝
で
小
川
が
勝
ち
、
一
人
残
し
で
修
徳
が

初
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

◎
優
勝
＝
修
徳
・
大
森
淳
司
監
督

「
常
に
強
い
チ
ー
ム
で
は
な
い
の
で
す

が
、
選
手
も
、
選
手
で
は
な
い
生
徒
も
、

本
当
に
一
所
懸
命
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

去
年
と
の
大
き
な
違
い
は
、
心
の
成
長
だ

と
思
い
ま
す
。
今
日
も
、
生
徒
た
ち
が
決

勝
前
に
使
っ
て
い
た
場
所
を
掃
除
し
た
り

き
れ
い
に
す
る
姿
を
見
て
、
優
勝
で
き
る

か
も
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
プ
テ

ン
の
仲
島
拓
志
が
、
自
分
を
捨
て
て
チ
ー

ム
の
た
め
に
徹
し
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き

な
力
と
な
り
ま
し
た
」

◎
優
勝
＝
修
徳
大
将
・
小
川
雄
勢
選
手

　

父
は
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
７
回
優

勝
の
小
川
直
也
氏
。
前
日
の
個
人
戦
無
差

別
で
も
優
勝
し
、
団
体
・
個
人
の
二
冠
を

果
た
し
た
。

「
今
日
の
団
体
戦
は
個
人
戦
と
は
全
く
別

の
も
の
と
思
っ
て
臨
み
ま
し
た
。
二
冠
と

い
う
こ
と
も
意
識
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

団
体
戦
は
一
つ
一
つ
の
試
合
を
し
っ
か
り

と
い
う
気
持
ち
で
戦
っ
て
き
た
の
で
、
気

付
い
た
ら
優
勝
し
て
い
た
と
い
う
感
じ
で

す
。
最
優
秀
選
手
に
も
選
ば
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
チ
ー
ム
の
他
の
４
人
と
と
も

に
優
勝
で
き
た
か
ら
こ
そ
の
結
果
な
の

で
、
み
ん
な
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

■
女
子

　

48
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
、
１
チ
ー
ム
３
名
の
点
取
り
試
合
で
行

わ
れ
た
。試
合
時
間
は
３
分（
決
勝
４
分
）。

　

準
決
勝
に
は
、
大
成
（
愛
知
）、
埼
玉

栄
（
埼
玉
）、
桐
蔭
学
園
（
神
奈
川
）、
紀

央
館
（
和
歌
山
）
が
勝
ち
進
ん
だ
。
大
成

対
埼
玉
栄
は
先
鋒
か
ら
大
将
ま
で
全
試
合

男子団体決勝で修徳と接戦を繰り広げた白鷗大足利
（上）白鷗大足利・山中が払巻込で一本
（左）白鷗大足利・太田（彪）が内股で一本

心技体 人を育てる総合誌
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引
分
け
、
代
表
戦
で
埼
玉
栄
が
勝
っ
て
決

勝
進
出
を
決
め
た
。
桐
蔭
学
園
と
紀
央
館

の
対
戦
は
、
桐
蔭
学
園
が
先
鋒
戦
、
中
堅

戦
を
制
し
て
紀
央
館
を
降
し
た
。

決
勝

埼
玉
栄　

２
―
１　

桐
蔭
学
園

常
見
海
琴

優
勢
勝　

馬
場
彩
子

柴
田
理
帆　

合　

技
○
嶺
井
美
穂

冨
田
若
春
○
後
袈
裟
固　

鈴
木
双
葉

　

先
鋒
戦
、
積
極
的
に
攻
め
る
埼
玉
栄
・

常
見
が
、中
盤
、大
外
刈
で
有
効
を
奪
う
。

そ
の
後
は
ポ
イ
ン
ト
の
動
き
の
な
い
ま
ま

終
了
し
、
常
見
が
優
勢
勝
。
中
堅
戦
で
は

終
盤
、
桐
蔭
学
園
・
嶺
井
が
遠
間
か
ら
飛

び
込
む
よ
う
に
掛
け
た
大
外
刈
で
技
有
を

奪
う
と
、
そ
の
ま
ま
抑
え
込
ん
で
一
本
勝

す
る
。

　

大
将
戦
、
埼
玉
栄
・
冨
田
が
中
盤
に
払

腰
で
有
効
を
奪
い
、
後
袈
裟
固
に
持
ち
込

ん
で
一
本
勝
。
２
―
１
で
埼
玉
栄
が
２
年

ぶ
り
４
回
目
の
優
勝
と
な
っ
た
。

◎
優
勝
＝
埼
玉
栄
・
本
松
好
正
監
督

「
素
晴
ら
し
い
戦
い
ぶ
り
で
し
た
。
上
ば

か
り
を
見
て
い
て
は
転
ん
で
し
ま
う
か

ら
、
一
つ
一
つ
、
悔
い
の
な
い
よ
う
な
試

合
を
す
る
よ
う
に
と
い
つ
も
言
っ
て
い
ま

す
が
、
今
日
は
そ
れ
を
実
践
で
き
て
い
ま

し
た
」

◎
優
勝
＝
埼
玉
栄
大
将
・
冨
田
若
春
選
手

「
一
つ
一
つ
の
試
合
で
先
鋒
、
中
堅
の
選

手
が
自
分
ま
で
繋つ
な

い
で
く
れ
て
、
雰
囲
気

も
良
か
っ
た
の
で
頑
張
れ
ま
し
た
」

　

階
級
別
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、
試
合

時
間
３
分
で
行
わ
れ
た
。

■
男
子

60
㎏
級

　

決
勝
は
永
山
竜
樹
（
愛
知
・
大
成
）
と

大
島
拓
海
（
徳
島
・
阿
波
）
の
対
戦
と
な

っ
た
。
両
者
得
点
な
く
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス

コ
ア
に
も
つ
れ
込
む
も
勝
敗
は
決
ま
ら

ず
。
判
定
の
結
果
、
２
対
１
で
永
山
が
優

　

個
人
戦
（
20
日
）

女子団体優勝＝埼玉栄（埼玉）

女子団体決勝大将戦＝埼玉栄・冨田が桐蔭学園・鈴木に後袈裟固
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勢
勝
し
た
。

73
㎏
級

　

決
勝
は
阿
部
一
二
三
（
兵
庫
・
神
港
学

園
）
と
古
賀
颯
人
（
愛
知
・
大
成
）
の
対

戦
と
な
っ
た
。
阿
部
が
古
賀
に
小
外
掛
で

有
効
を
先
取
さ
れ
る
も
、
そ
の
後
、
大
外

刈
を
決
め
て
一
本
勝
し
た
。

81
㎏
級

　

決
勝
は
佐
々
木
健
志
（
島
根
・
平
田
）

と
飯
島
俊
佑
（
神
奈
川
・
東
海
大
相
模
）

の
対
戦
と
な
っ
た
。
飯
島
が
内
股
に
よ
る

有
効
で
先
制
す
る
。
し
か
し
佐
々
木
が
小

内
刈
で
技
有
を
奪
っ
て
逆
転
、
そ
の
ま
ま

上
四
方
固
で
一
本
勝
し
た
。

90
㎏
級

　

決
勝
は
白
川
剛
章
（
福
井
・
福
井
工
大

福
井
）
と
安
達
健
太
（
岡
山
・
作
陽
）
の

対
戦
と
な
っ
た
。
試
合
時
間
残
り
５
秒
、

白
川
の
内
股
が
有
効
と
な
っ
て
勝
利
を
収

め
た
。

無
差
別

　

決
勝
は
小
川
雄
勢
（
東
京
・
修
徳
）
と

古
田
伸
悟
（
奈
良
・
天
理
）
の
対
戦
と
な

っ
た
。
長
身
の
小
川
に
奥
襟
を
取
ら
れ
た

古
田
は
技
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
指
導

が
２
回
与
え
ら
れ
る
。
最
後
ま
で
両
者
決

め
手
が
な
い
ま
ま
終
了
し
、
小
川
が
指
導

２
に
よ
り
優
勢
勝
し
た
。

■
女
子

52
㎏
級

　

決
勝
は
前
田
千
島
（
鹿
児
島
・
市
立
国

分
中
央
）
と
黒
木
七
都
美
（
愛
知
・
大
成
）

の
対
戦
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
指
導
２
の

同
点
で
終
了
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
で
黒

木
に
さ
ら
に
指
導
が
与
え
ら
れ
、
前
田
の

優
勢
勝
と
な
っ
た
。

57
㎏
級

　

決
勝
は
西
尾
直
子
（
東
京
・
帝
京
）
と

柴
田
理
帆
（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）
の
対
戦
と

な
っ
た
。
決
め
手
の
な
い
ま
ま
試
合
終
了

と
な
り
、
西
尾
が
指
導
２
に
よ
り
優
勢
勝

し
た
。

63
㎏
級

　

決
勝
は
鍋
倉
那
美
（
愛
知
・
大
成
）
と

佐
藤
史
織
（
愛
媛
・
新
田
）
の
対
戦
と
な

っ
た
。
試
合
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
ま
で

も
つ
れ
込
む
も
ポ
イ
ン
ト
の
な
い
ま
ま
試

合
は
終
了
し
、
判
定
の
結
果
、
３
―
０
で

鍋
倉
の
勝
ち
が
決
ま
っ
た
。

70
㎏
級

　

決
勝
は
池
絵
梨
菜
（
大
阪
・
東
大
阪
大

敬
愛
）
と
畠
石
香
花
（
茨
城
・
土
浦
日
大
）

の
対
戦
と
な
っ
た
。
技
の
出
な
い
畠
石
に

指
導
が
２
つ
与
え
ら
れ
、
池
に
有
効
の
ポ

イ
ン
ト
が
入
る
。
池
は
小
内
刈
で
技
有
、

男子個人 73㎏級決勝＝阿部が古賀に大外刈を掛ける女子個人 70㎏級決勝＝池が内股で有効を奪う

男子個人 81㎏級決勝＝佐々木が飯島に上四方固
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内
股
で
有
効
を
獲
得
。
畠
石
は
取
り
返
す

こ
と
が
で
き
ず
、
池
が
優
勢
勝
し
た
。

無
差
別

　

決
勝
は
佐
藤
杏
香
（
北
海
道
・
東
海
大

第
四
）
と
冨
田
若
春
（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）

の
対
戦
と
な
っ
た
。
積
極
的
に
攻
め
る
佐

藤
に
対
し
、
冨
田
は
技
が
出
ず
、
指
導
が

重
な
る
。
佐
藤
も
仕
掛
け
て
い
く
が
決
ま

ら
ず
、
佐
藤
の
指
導
２
に
よ
る
優
勢
勝
と

な
っ
た
。

【
大
会
結
果
】

■
男
子
団
体
＝
①
修
徳
（
東
京
）
②
白
鷗

大
学
足
利
（
栃
木
）
③
崇
徳
（
広
島
）、

国
士
舘
（
東
京
）

■
女
子
団
体
＝
①
埼
玉
栄
（
埼
玉
）
②
桐

蔭
学
園
（
神
奈
川
）
③
大
成
（
愛
知
）、

県
立
紀
央
館
（
和
歌
山
）

■
男
子
個
人

▽
60
㎏
級
＝
①
永
山
竜
樹（
愛
知
・
大
成
）

②
大
島
拓
海
（
徳
島
・
阿
波
）
③
石
川

勇
太
（
千
葉
・
市
立
習
志
野
）、
山
本

達
彦
（
神
奈
川
・
東
海
大
相
模
）

▽
73
㎏
級
＝
①
阿
部
一
二
三
（
兵
庫
・
神

港
学
園
）
②
古
賀
颯
人
（
愛
知
・
大
成
）

③
吉
田
優
平
（
岐
阜
・
大
垣
日
大
）、

立
川
新
（
愛
媛
・
新
田
）

▽
81
㎏
級
＝
①
佐
々
木
健
志
（
島
根
・
平

田
）
②
飯
島
俊
佑
（
神
奈
川
・
東
海
大

相
模
）
③
佐
野
安
大
（
静
岡
・
静
岡
学

園
）、
天
野
拓
実
（
愛
知
・
桜
丘
）

▽
90
㎏
級
＝
①
白
川
剛
章
（
福
井
・
福
井

工
大
福
井
）
②
安
達
健
太
（
岡
山
・
作

陽
）
③
川
田
修
平
（
愛
知
・
大
成
）、

二
見
省
吾
（
神
奈
川
・
相
洋
）

▽
無
差
別
＝
①
小
川
雄
勢（
東
京
・
修
徳
）

②
古
田
伸
悟
（
奈
良
・
天
理
）
③
太
田

彪
雅
（
栃
木
・
白
鷗
大
足
利
）、
香
川

大
吾
（
広
島
・
崇
徳
）

■
女
子
個
人

▽
52
㎏
級
＝
①
前
田
千
島
（
鹿
児
島
・
市

立
国
分
中
央
）②
黒
木
七
都
美（
愛
知
・

大
成
）③
常
見
海
琴（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）、

野
村
華
子
（
宮
城
・
東
北
）

▽
57
㎏
級
＝
①
西
尾
直
子（
東
京
・
帝
京
）

②
柴
田
理
帆
（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）
③
小

川
寧
々
（
岡
山
・
創
志
学
園
）、
林
美

七
海
（
大
阪
・
東
大
阪
大
敬
愛
）

▽
63
㎏
級
＝
①
鍋
倉
那
美（
愛
知
・
大
成
）

②
佐
藤
史
織
（
愛
媛
・
新
田
）
③
齊
藤

百
湖
（
東
京
・
修
徳
）、
米
澤
夏
帆
（
大

阪
・
東
大
阪
大
敬
愛
）

▽
70
㎏
級
＝
①
池
絵
梨
菜
（
大
阪
・
東
大

阪
大
敬
愛
）
②
畠
石
香
花
（
茨
城
・
土

浦
日
大
）③
新
添
左
季（
奈
良
・
天
理
）、

中
江
美
裕
（
愛
知
・
大
成
）

▽
無
差
別
＝
①
佐
藤
杏
香
（
北
海
道
・
東

海
大
第
四
）
②
冨
田
若
春
（
埼
玉
・
埼

玉
栄
）③
荒
谷
莉
佳
子（
東
京
・
帝
京
）、

井
上
あ
か
り
（
岡
山
・
創
志
学
園
）

好評発売中

有
田

　
秀
穂
著

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
、「
無
心
」の
状
態
を
作
る
セ
ロ
ト
ニ
ン

神
経
。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
丹
田
呼
吸
法
を
手
懸
か
り
に
、
誰
も

が
で
き
る
脳
の
活
性
化
方
法
を
解
説
。

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
、「
無
心
」の
状
態
を
作
る
セ
ロ
ト
ニ
ン

神
経
。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
丹
田
呼
吸
法
を
手
懸
か
り
に
、
誰
も

が
で
き
る
脳
の
活
性
化
方
法
を
解
説
。

著Ａ５判・346頁
1,600円＋税

―
―

武
道
と
セ
ロ
ト
ニ
ン

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学体育系准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

―その歴史と課題
柔道の国際化

村田 直樹著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・552 頁 ）

子どもの心を育む
武道

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）


